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松本大学矢内研究室 

リンゴパウダーEX 使用「りんごバターキャラメル」開発のお知らせ 

 

平素は松本大学の活動に対し、多大な御理解と御協力を頂き、心から感謝申し上げ

ます。 

 さてこの度矢内研究室は、６次産業商品として「信州産りんごバターキャラメル」

を、（有）あづみ野食品・ネクセリア東日本（株）・（社）長野県観光機構物産進行部と

事業連携し、共同開発・販売しました。 

「信州産りんごバターキャラメル」は、県内のパン屋さんに先行して販売してきた

「安曇野カットリンゴ」の製造過程で廃棄されるリンゴの皮をフリーズドライしパウ

ダー化することによって皮の有効活用をはかった「リンゴパウダーEX」を用いた食品

として開発された商品です。リンゴの皮の有効活用として商品化された「リンゴパウ

ダーEX」が天然着色料と香料としての役割を果たしており、バターは開田高原産のも

のを使用しました。4/27 に販売を開始しました本商品の詳しい説明は、以下本学 HP

をご覧ください。 https://www.matsumoto-u.ac.jp/news2018/05/22528.php 

 

「信州産りんごバターキャラメル」は 6次産業商品として、蕎麦・わさびに続く本

研究室第 3弾の企画商品であり、今回、産学官連携による取り組みであることや NEXCO

東日本が新たにチームに加わったことから大きな販路を持っての発売となり、「リン

ゴパウダーEX」を使った商品の拡大をしていくという展望もみえてきました。また、

「リンゴパウダーEX」を製造する際に出る実は「安曇野林檎」として 4/27 にスワン

ガーデンのあづみ堂と共同開発したジュースに使用しており、搾りかすはリンゴドー

ナツとして製作中です。 

本研究室では、これら一連の商品開発をすることによって、地域連携の拡大および

地域の食の課題解決をはかり、延いては地域における雇用創出、活性化などを目的と

しています。 

つきましてはこの取り組みのご周知のほどよろしくお願い申し上げます。 

以上 


